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高揚一▽幻滅の型

高 揚 一 ■ 幻 滅 の 型

一 『聖アグネス祭前夜』に二つの評価をもた らす もの一

村 井 美 代 子

聖アグネスは、4世 紀初頭ディオクレティアヌス帝のキリス ト教迫害の

もとで異教徒の夫を強いられ拒絶 し、13才 で火あぶ りになったローマの少

女である。キーツの 『聖アグネス祭前夜』は、処女の守護聖人聖アグネス

の聖 日前夜にあたる1月20日 の夜、娘に未来の夫が啓示されるとい う中世

以来の伝説 を利用 している。 この夜、夫を夢 占いするマデラインの館へ彼

女 を愛するポーフィリオが忍び込み、二人は結ばれ嵐の中へ去 って行 く。

今世紀の殆 どの批評家は、二人が結ばれる場面 と館か ら逃げ出す結末に

意味づけを行なっている。60年 代ごろまでは主に夢 と現実の二項対立が読

まれた。「形而上的批評家」1)らは、二人が結ばれて夢 と現実が融合 レ キー

ツの理想が実現されるとするが、2)二人に夢 と現実の最終的な対立、夢の破

綻 を捉 え、結末た悲劇 を見る批評寡 も多い。3)70年代以降はフェ ミニズム批

評の流れを受け～無力な女マデラインがポーフィリオに犯されて仕方な く

ついて行 くめだ と解釈された り、二人が去る結末にキーヅの生 きた時代の

不安の反映が指摘 され もしている。4)このように二人ρ関係の解釈 は様々

だが、ロミオとジュリエットに も例えられ る若い恋が描かれ、 しか も二人

の死に終わるのではな く、ポーフィ リオ 自身荒野の向こうにある今後の住

処にまで言及 しているにもかかわらず、結末 をハ ッピー ・エン ドと見 る批

評家は少な く、殆 どが不安感や悲劇性 を指摘 している。

一方19世 紀の批評家は、物語の展開や二人の関係より、館 を彩るゴシッ

ク小説のような舞台背景、詩全体のイメー ジの美しさ、豊かさ、緊密感 を

専 ら評価 し、絵やステン ドグラスや宝石 にこの詩を例 えていた。5)

本論 では 『聖アグネス祭前夜』 をめ ぐって、安定感、統一美 と不穏感、
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unhappy-endingと いう相反する評価 を何が生み出すのか、キーツの想像

力展開のプロセスと関わらせて考察 し、詩全体 の様々なレベルを高揚一幻

滅のパターンが支配して安定感を醸し出す一方、結末にこのパ ターン.が当

てはまらず永遠に幻滅が訪れないこと、つ まり結末が、幻滅を大前提 とし

た彼の想像力の特質 と相容れないことが一因 となっている点を見ていきた

い 。

1

マデラインとポーフィリオの関係や結末だけに注 目す るのではな く、前

世紀の批評家に倣 って詩全体を見て、結びつけ られるこ との多い二人の行

動を別々にたどると共通のパター ンが浮かぶ。それは1月20日 の夜の数時

間の枠の中、真夜中に向けての高揚 とそこからの醒めである。伝説の言付

けに忠実に従 うマデライン、愛する女への思いと自身の肉体 の欲望 に忠実

なポーフィリオ、館の上空を運行する月、階下の宴、さらに一篇の詩 とし

てのこの作品 自体 も同 じパターンをた どる。

マデラインが初めて現れるのは聖アグネス祭前夜の宴が始まった広間で

ある。彼女は老婆達から聞いた今夜の夢 占いで既に心ここにあらぬ体 であ

る["herheartwasotherwhere"(1.62)]。6)次 第に夜が更けて夢を見 ら

れる真夜 中が近づ くに従い、彼女の思いも激 しく高 まる。

She danced along with vague, regardless eyes, 

Anxious her lips, her breathing quick and short. 

The hallowed hour was near at hand. She sighs 

Hoodwinked with fairy fancy—all amort, 

Save to St. Agnes and her lambs unshorn, 

And all the bliss to be before tomorrow morn. (11. 64-72)

迷 信 に取 り憑 か れ て 現 実 も見 え な い("hoodwinked")マ デ ラ イ ン は 寝 室 へ

も ど り、 ドレス を脱 ぎ始 め、目醒 め た ま ま早 く も夢 を見 る["Pensiveawhile
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shedreamsawake,andsees,/lnfancy,fairSt.Agnesinherbed,"(11.

232・233)]。 や が て 彼 女 は 眠 朕 膂 か ら の 望 み を 叶 え る 。 だ が 彼 女 の 夢 は 、

真 夜 中 過 ぎ る 頃+°,J`フ ィ リ オ に よ っ て 破 ら れ る 。

Her eyes were open, but she still beheld, 

Now wide awake, the vision of her sleep  

There was a painful change, that nigh expelled 

The blisses of her dream so pure and deep. (11. 298-301)

夢 と現実の間を暫 しさまよった後マデラインが見たものは、今夢見ていた

の とは似ても似つかぬ男だった。すべて忘れて没頭 していた聖アグネス祭

前夜の夢が霧散したのを知 った彼女は泣き始める。未婚の娘に とって特別

な今夜は、ポーフィリオに会えた喜び以上に夢が消えた落胆の方が大 きく、

真夜中の夢の消滅 と共に彼女の高揚した心 も醒めて しまう。

マデラインがまだ広間にいる頃、ポーフィ リオが登場す る。彼はひたす

らマデラインを思つてはるばるや って来る。

Meantime, across the moors, 

Had come young Porphyro, with heart on fire 

For Madeline. Beside the portal doors, 

Buttressed from moonlight, stands he and implores 

All saints to give him sight of Madeline 

But for one moment in the tedious hours, 

That he might gaze and worship all unseen; 

Perchance speak, kneel, touch, kiss in sooth such things have 

                                  been.  (11.  74-81)

彼 が 最 初 か ら肉 体 的 に マ デ ラ イ ン を求 め て い る こ とは、「こ っ そ り一 目見 た

い」か ら"speak,kneel,touch,kiss"と 次 第 に エ ス カ レー トす る言 葉 に

自ず と表 れ て い る。 館 に侵 入 して マ デ ラ イ ン の 乳 母 ア ン ジ ェ ラ に会 う ポー

フ ィ リオ は 、 彼 女 の寝 室 へ 先 回 りす る こ と を思 い つ き、 そ れ だけ で 激 し く

興 奮 す る["Suddenathoughtcamelikeafu11-blownrose,/Flushinghis

brow,andinhispainedheart/Madepurpleriot;"(ll.136・138)]。 渋 る
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乳母 を説得 してマデラインの寝室に隠れた彼は、愛する女が髪を解 き、宝

石をはず し、 ドレスを脱 ぐ様 を一部始終盗み見 し、彼女が眠ったのを見屈

けると隠れ場所から出て目醒めさせ る。そしで 「亭の男 と違 う,」と非難さ

れるが、思いを遂げるのに夢中な男の耳にはそれす ら官能的に響 く。

Beyond a mortal man impassioned far 

At these voluptuous accents, he arose, 

Ethereal, flushed, and like a throbbing star 

Seen mid the sapphire heaven's deep repose; 

Into her dream he melted, as the rose 

Blendeth its odour with the violet, 

Solution sweet.... (11. 316-322)

宵 か らの望 み が 真 夜 中 に 叶 え られ 、 マ デ ラ イ ン と結 ば れ た直 後 ポ ー フ ィ リ

オ は1「こ れ は 夢 で は な い 」["This噛isnodream,"(1.326)]と 彼 女 に 語 り

か け る。 そ れ は今 ま で 思 い を遂 げ るの に没 頭 して い た彼 自身 を醒 め させ る

言 葉 で もあ る。 彼 は さ らに"Arise-arise!Themorningisathand....

Awake!Arise,mylove,andfearlessbe!"(11.345-350)と マ デ ラ イ ン を急

がせ る。 「目醒 め ろ」 「起 き ろ」 と畳 み 掛 け 、 ポ ー フ ィ リオ は ま だ夢 に 未 練

を残 す マ デ ラ イ ン を醒 め させ る が 、 高 揚 して恍 惚 境 に あ った 彼 自身 の 心 も

身体 もま た、 夜 中 を過 ぎて 急 速 に 醒 め つ つ あ 乱

マ デ ラ イ ンの 寝 室 の下 で は聖 ア グネ ス祭 前 夜 の 宴 が 繰 り広 げ られ る。 宴

の 準備 が 整 っ て い く様 は 、 冒頭 で礼 拝 堂 へ 向 か う祈 疇 僧 が 聞 ぐ音 楽 の響 き

と して ま ず知 ら され る。 や が て彼 は 静 か な序 曲 を耳 に し、 暗 く寒 い屋 外 か

ら明 る く暖 か な 室 内へ と視 点 が 移 る。

That ancient Beadsman heard the prelude soft, 

And so it chanced for many a door was wide 

From hurry to and fro. Soon, up aloft, 

The silver, snarling trumpets  `gan to chide; 

The level chambers, ready with their pride, 

Were glowing to receive a thousand guests; (11. 28-33)
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支 度 の 整 っ た 広 間 に着 飾 っ た客 が 入 揚 し、 宴 は 次 第 に 華 や か に 盛 り上 が っ

て い く。 そ の さん ざめ きは 、 柱 の 陰 に 隠 れ る ポ ー フ ィ リオ に も遠 く聞 こ え

て くる["Behindabroadhall・pillar,farbeyond/Thesoundof

merrimentandchorusbland."(11.94・95)]。 そ して マ デ ラ イ ン の側 へ 忍

ん で き た彼 を飛 び上 が らせ る ほ ど騒 々 し く、真 夜 中 を迎 え た宴 が 最 高 潮 に

達 す る。

The boisterous, midnight, festive clarion, 

The kettle-drum and far-heard clarionet, 

Affray his ears, though but in dying  tone  ; 

The  hall door shuts again, and all the noise is gone. 

                                   (11. 258-261)

扉 が 閉 ま るの と共 に 聞 こ え な くな っ た 喧 噪 は 、 以 後 二 度 と描 か れ な い。 夜

中 を過 ぎて 宴 は終 わ っ た。 賑 や か に登 場 す る客 が 冒頭 で「幻 の 如 く無 数 だ 」

["Numerousasshadows"(1.39)]と 形容 され た よ う に、 華 や か な宴 が 真

夜 中 を境 に 一 夜 の幻 の 如 く消 え、 客 や 門番 の 醜 い酔 潰 れ た姿 ぢ け が 残 る。

こ の館 の 上 空 で は 月 が 静 か に 運 行 す る。 月 は ポ ー フ ィ リオ の 登 場 と共 に

現 れ る["Besidetheportaldoors,/Buttressedfrommoonlight,stands

he..."(11.76・77)]。 彼 は ひ と まず 乳 母 の 部 屋 に 匿 わ れ るが 、 そ こ に は 月 の

光 が 射 して い る。["Hefoundhiminalittlemoonlightroom,"(1.112)]。

や が て 彼 は マ デ ラ イ ン の 寝 室 に潜 み 、 何 も知 らな い彼 女 が 入 っ て くる。 こ

こ に も青 白 い 月 の 光 が 射 して い る["Outwentthetaperasshehurried

in;/Itslittlesmoke,inpallidmoonshine,died:"(11.199-200)]。 真 夜 中

が 近 づ く頃 、 こ の部 屋 の 窓 の ス テ ン ドグ ラス に 月 が 射 して 、 鮮 や か な 色 彩

をマ デ ラ イ ン に投 じ る。

A casement high and triple-arched there was, 

Full on this casement shone the wintry moon, 

And threw warm gules on Madeline's fair breast 

As down she knelt for heaven's grace and boon; (11. 208-219)
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マ デ ラ イ ンが 床 に就 いて 夢 を見 る 頃 、 皓 々 た る冬 の 月 は 高 度 を上 げ て 高 い

窓 一 杯 に 光 を投 げ か け る。 や が て ポー フ ィ リオ が 彼 女 の側 へ 忍 び寄 る と、

月 は再 び 仄 暗 くな り[``thefadedmoon/Madeadim,silvertwilight,"

(11.253-254)]、 並 ん だ 食器 が鈍 く光 る["Thelustroussalversinthe

moonlightgleam."(1.284)]。 高 い ス テ ン ドグ ラ ス に光 を注 い で い た月 は

次 第 に 弱 くな り、 夜 半 に 二 人 が 結 ば れ た 時 に は 沈 ん で あ た り を 闇 が 包 む

["Solutionsweetmeantimethefrost-windblows....St.Agnes'

moonbathset."(11.322-324)]。 上 空 を運 行 し なが ら唐 突 に 姿 を消 す ワー

ズ ワー ス の 月 は、 ル ー シー の 生 死 に 関 わ っ て い るか の よ う な衝 撃 を 「私 」

に 与 え た が、7)こ の 聖 ア グ ネ ス 祭 前 夜 の 月 は ゜ フ ィ リオ の 登 場 と共 に 現

れ 、 マ デ ラ イ ン の純 潔 を守 るか の よ うに 見 え る。 そ して真 夜 中 近 く.に高 く

明 る くな って望 み の夢 をマ デ ラ イ ン に 見 せ るが 、 以 後 姿 を消 して 彼 女 の 夢

は破 られ 、 処 女 性 は失 わ れ る。・月 も ま た真 夜 中 に 向 け て 次 第 に 高 ま り、 夜

半 に 高 度 を極 め て 使 命 を終 え る と、 そ の神 秘 の 力 、 処 女.を守 り夢 を見せ る

力 を失 っ て 消 えて し ま う。

さ ら に一 つ の 詩 作 品 と して 見 て も同 じパ ター ンが た どれ る。 一 篇 の詩 と

して 聖 ア グ ネ ス祭 前 夜 の 数 時 間 を描 い た 最 後 の 約20行 で 、創 られ そ きた 詩

の世 界 、・暫 し読 み 手 を引 き こん で い た 虚 構(illUsion)噛 の 世 界 が 希 薄 に な

る。 それ は詩 の 前 半 で㍉ 忍 ん で き た ポ ー フ ィ リオ に 驚 き、早 く帰 れ と言 う

乳 母 の 言 葉["Alasme!Flit,/Flitlikeaghostaway!"(ll.104-105)]に

最 後 の 二 人 の 姿 を予 言 す るか の よ うに示 さ れ て い る。 警 告 に もか か わ らず

二 人 は 結 ば れ 、館 か ら逃 げ 出 す 。

Down the wide stairs a darkling way they found. 

In all the house was heard no human sound 

A chain-drooped lamp was flickering by each  door  ; 

The arras, rich with horseman, hawk, and hound, 

Fluttered in the besieging wind's  uproar  ; 

And the long carpets rose along the gusty floor. (11. 355-360)



40 高揚一 二幻滅の型

仄暗い通路に吸い込 まれた二人に代わって、ランプや タペ ス トリーや絨毯

が生き物の如 く前面に出ると、広大な館全体が無人化 したようになる。や

がて再び二人は、乳母が予言 した姿となって現れる。

They glide, like phantoms, into the wide  hall  ; 

Like phantoms, to  the iron porch they  glide  ; 

By one, and one, the bolts full easy  slide  ; 

The chains lie silent on the footworn  stones  ; 

The key turns, and the door upon its hinges groans. 

                                   (11. 361-369)

恋 人達 が"phantom"と い う実 体 の 無 い 姿 と な り、 戸 外 へ 出 る瞬 問 再 び 消

え、 閂 、 鎖 、 鍵 、 扉 な どの 無 生 物 が ひ と りで に 動 くよ うに 前 面 に 出 て 、 二

人 は去 っ て行 く["Andtheyaregone--aye,ageslongago/These

loversfledawayintothestorm."(11.370-371)]o"glide,""slide,""lie,"

"turn
,""groan"ど い う現 在 形 が 、 「去 って しま っ た 」("theyaregone")

と い う現 在 完 了 形 へ 、 そ して 「去 った 」("fledaway")と い う過 去 形 へ と

漸 次 変 化 して 、 既 に希 薄 な 二 人 の 姿 が 一 層 遠 の き、 「は るか 昔 に 」("ages

longago")に よ って 、 冒 頭 か ら無 意 識 的 に浸 って きた過 去 の 枠 が 改 め て 強

調 され る。 そ して 中程 で 姿 を消 し た乳 母 と、 冒 頭 に現 れ た だ け の 祈 疇 僧 に

最 後 の 四行 で 性 急 な結 末(死)が 与 え られ る。 聖 ア グ ネ ス 祭 の 前 夜 が 描 か

れ た後 、 主人 公 二 人 の姿 が 希 薄 に な り、 過 去 の 枠 が 強 調 され 、 老 い た 二 人

の 命 が 奪 わ れ て 、 一 時 のillusionの 世 界 が 消 え て し ま う。

マ デ ラ イ ン、 ポー フ ィ リオ、 月 、 宴 の4つ が1月20日 の 夜 の 数 時 間 の 枠

の 中 で、 高 揚 ・恍 惚 か ら醒 め 、illusionの 消 滅(disillusion)へ 至 るパ ター

ン を た ど り、 階 下 に宴 、 階 上 にマ デ ラ イ ン とポ ー フ ィ リオ、 さ らに そ の 上

に 月 の存 在 と空 聞 的 に整 い、 こ れ を包 む詩 の枠 も 同 じパ ター ン をた ど る た

め 、 全 体 か ら均 整 の とれ た 構 成 ・展 開 の 美 が 生 じ る。HolmanHuntや

ArthurHughesら ラフ ァエ ロ前 派 の 画 家 は"TheEveofSt.Agnes"の タ イ
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トルで絵 を残 しているが、同時代の批評家 も一幅の絵 としてこの詩 を読ん

だ。彼らの見出 した宝石や ステンドグラスのように整った緊密な美 しさは、

ゴシック風イメージという漠然 とした全体的印象だけでな く、パターンの

統一性、重層性ふらも生 じている。

皿 、

以 上 の よ う な 高揚 か ら幻 滅 へ 至 るパ ター ンは 、 数 ヵ 月 後 の オー ド、 特 に

『ナ イ チ ン ゲー ル に寄 せ る オ ー ド
』の 中 で、 一 人 称 を用 い て よ り鮮 や か に ダ

イ ナ ミ ッ クに 現 れ るが 、8)この 二 作 品 に は い くつ か 共 通 点 が あ る。

『聖 ア グ ネ ス 祭 前 夜 』 第1連 に現 れ る祈 蒋 僧 の 指 は 痺 れ て 感 覚 を失
って

い る("NumbweretheBeadsman'sfingers ,")が 、 オ ー ドの 第1連 も 「私 」

の 感 覚 の 痺 れ("drowsynumbness")や 鈍 り("dullopiate")で 始 ま る
。

ま た1月20日 の 夕暮 れ か ら真 夜 中過 ぎ まで を描 く 『聖 ア グ ネ ス 祭 前 夜 』 同

様 、 オ ー ドで は ナ イ チ ン ゲー ル の 声 を 聞 く 「私 」 の一 夜 の["thi'spassing

night"(1.63)]思 い が 描 か れ、 しか も一 瞬 「私 」 が 死 を願 うほ どの 恍 惚 の

頂 点 に達 す るの は真 夜 中 で あ る["Toceaseuponthemidnightwithno

pain,"(1.56)]。 さ ら に 『聖 ア グ ネ ス祭 前 夜 』全42連 の 真 ん 中、 第21、22連

で案 内 役 の 乳母 が 去 り、 マ デ ラ イ ン とポー フ ィ リオが 二 人 き りに な っ て 次

第 に 感 情 を 高 揚 させ て い く。 同様 に 、8連 あ る オー ドの 築4連 で 「私 」が 既

に ナ イ チ ン ゲー ル ζ共 に あ る こ とが述 べ られ("Alreadywiththee!")、 続

く第5、6連 の 恍惚 へ とつ な が る。

こ の よ う な枠 の 中、 オー ドで も同様 に 、 ナ イ チ ン ゲ ー ル とのe体 化 を望

む 「私 」の 現 実 か らの 一 時 的 離 脱(第1-3連)、 恍 惚(第4-6連)、"for-

lorn"を き っか け に し た現 実 へ の 回帰 、 醒 め(第7-8連)が 描 か れ るが
、

さか の ぼ れ ば キー ツ の初 期 の 詩 の 中 に も、 こ の 幻 滅 へ 至 るパ ター ン は 遍 在

す る。

The visions all are fled the car is fled 

Into the light of heaven, and in their stead
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A sense of real things comes doubly strong, 

                       ("Sleep and  Poetry,"11. 155-157) 

There, when new wonders ceased to float before 

And thoughts of self came on, how crude and sore 

The journey homeward to habitual self! 

                          (Endymion, II, 11. 274-276)

これ は"NegativeCapability"9)に よ っ て対 象 と一 体 化 し、想 像 力 の世 界 を

天 翔 け る キ ー ツ の 想 像 界 没 入 の プ ロ セ ス、 詩 作 の プ ロ セ ス と も 言 え よ う

し、10)彼の 全 作 品 を通 じて様 々 な形 で 現 れ る 詩 の 展 開 の 基 本 的 な パ ター ン

で あ る。

HaroldBloomは 、 キー ツ の偉 大 さ を彼 が 肉体 感 覚 を賛 美 した 点 に認 め、

マ デ ラ イ ン とポー フ ィ リオ を"completelyphysicalinaphysicalworld"

と見 て い る が 、11)こ こ で こ の 基 本 パ ター ン は 主 人 公 二 人 の 行 為 と極 め て

physicalに 結 び つ い て い る。 マ デ ラ イ ンは 迷 信 を信 じ、 未 来 の 夫 を夢 見 た

い と純 粋 に願 うが 、 寝 室 で老 婆 達 の 言付 け を忠 実 に 守 る姿 は 非 常 に 官 能 的

で あ る。

.-

心 を高 揚 させ 、丁髪 を ほ ど き、 宝 石 を はず して ドレ ス を脱 ぎ、 ベ ッ ドに横 た

わ るマ デ ラ イ ン は、 夢 に 現 れ る夫 を待 つ 。 恍 惚 状 態["s6rtofwakeful

swOQn"(1.236)]に 陥 っ て 眠 り、 夢 で彼 女 が 夫 の 姿 を単 に 見 る だ け で は な

い こ とは 、 キー ツ が挿 入 す る予 定 だ っ た 数 行 か ら も明 らか で あ る12N)・マ デ

ラ イ ン は 現 実 に ポー フ ィ リオ と結 ば れ る まで に夢 で 未 来 の 夫 と結 ば れ る。

高 揚 幻 滅 のパ タ ー ン は、 夢 の そ の 刹 那 に 至 る まで の 精 神 的 ・肉 体 的 な

興 奮 、 直 後 の醒 め 、 脱 力 感 に合 う。

一 方 ポー フ ィ リオ の 行 動 もphysicalに パ ター ン と結 び つ く。彼 は 乳 母 に

はマ デ ラ イ ン の髪 に す ら触 れ な い と誓 う。["Oh,mayIne'erfindgrace...

Of all its wreathed pearls her hair she  frees  ; 

Unclasps her warmed jewels one by  Tie  ; 

Loosens her fragrant  bodice  ; by  degi1ees 

Her rich attire creeps rustling to her knees. (11. 227-230)
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IfoneofhersoftringletsIdisplace,"(11.146-148)]。 だ が 彼 は館 へ 侵 入

す る前 か ら、 「話 しか け、 ひ ざ まず き、 触 れ て 、 キ ス した い 」(1.81)と 願

い 、 この 欲 望 に 駆 られ て 夢 中 で前 進 し館 の 中へ 、 乳 母 の部 屋 へ 、 階 上 の マ

デ ラ イ ン の寝 室 へ 、 そ して 彼 女 の体 内へ 侵 八 す る。 官 能 的 な 高 揚 、 興 奮 の

後 、 束 の 間 の恍 惚 か ら醒 め る彼 は現 実 へ 立 ち返 り、 階 下 へ 、 館 の 外 へ と出

る。 想像 力 展 開 の プ ロ セ ス が 、 ポー フ ィ リオ の 肉 体 の 欲 望 の 展 開 を表 して

い る。

『聖 ア グ ネ ス祭 前 夜 』 は 、 単 に似 たパ ター ン が 重 な っ て統 一 美 を生 ん で

い るだ け で な く、 そ のパ ター ンが 想 像 界へ 浸 り、 現 実 へ も ど る とい うキー

ツ が 「自 身 の脈 で 証 明 した」13)プロ セ ス の変 奏 で あ り、 しか も主 人 公 二 人 の

行 動 と抽 象 的 に で は な く、 肉 体 的 な レベ ル で 結 び つ い て い る た め 一 層 の安

定 感 を生 ん で い る。

III

こ の統 一 美'・安 定 感 を創 造 し た後 、 キー ツ は愛 す る二 人 が どこへ と も知

れ ず去 っ て行 く と い うopen・endingを 用 い て 二 人 の 姿 を永 遠 化 して い る。

一 篇 の詩 と見 れ ば
、 二 人 の姿 が希 薄 に な っ て 闇 に消 え 、 創 られ て きた 詩 の

世 界 、一 時 のillusionの 世 界 が 消 滅 し、読 み 手 の 心 を捉 え て 高 揚 させ 、醒 め

させ る とい う例 のパ ター ン を詩 自体 が た どっ て い る こ とに な る。 だ が 二 人

の行 動 を別 々 に 見 るの で は な く、 愛 し合 う恋 人 た ち の行 為 、 感 情 と して 追

う と、 そ こに は マ デ ラ イ ン が 夢 か ら醒 め 、 ポ ー フ ィ リオ が 思 い を遂 げ 、 月

が 沈 み 、宴 が終 わ り、 詩 が 終 わ る こ とに 見 られ た幻 滅(illusionの 消 滅)が

存 在 しな い。 一 度 醒 め を経 た 二 人 が 求 め る相 手 と手 をた ず さ え、 永 遠 に 恍

惚 ・高 揚 し た心 の ま ま で い る。14)この 闇 へ 消 え る二 人 の 姿 は 、恍 惚 境 へ 誘 う

ナ イチ ン ゲ ー ル と暫 し一 体 化 す る もの の 、 結 局 闇 の 中へ 共 に"fadeaway"

して しま え な い ナ イ チ ンゲ ー ル の オ ー ドの 最 終 連 の 「私 」 の 姿 と決 定 的 に

違 う。

『レ イ ミア』 の リ シ ウ スや 『つ れ な き美 女 』 の 騎 士 の よ うに
、 キー ツ の
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詩 に様 々 に 現 れ る高 揚一 幻 滅 の パ ター ンは 、 必 らず 一抹 の 悲 哀 感 、 悲 愴 感

を生 む 。だ が 、現 実 へ も ど る こ と、illusionが 解 け る こ と は彼 の想 像 力 の大

前 提 で もあ る。15)それ は 『聖 ア グ ネ ス祭 前 夜 』の 前 年 の詩("LinesWritten

intheHighlandsafteraVisittoBurns'sCountry")に 明 らか で あ る。 こ

こ で キ ー ツ は ロバ ー ト ・バ ー ン ズ の生 家 を訪 ね た後 、 この 偉 大 な 詩 人 を思

い 、暫 し現 実 を離 れ て想 像 力 の 世 界 を 天 翔 け る。

Scanty the hour and few the steps beyond the bourn of care, 

Beyond the sweet and bitter world beyond it unaware; 

              ("Lines Written in the  Highlands,"11. 29-30)

現実 を越えて恍惚境へ至 るのはご く容易い。が、す ぐにこう続 く。

Scanty the hour and few the steps, because a longer stay 

Would bar return, and make a man forget his mortal way. 

                                  (Ibid., 11. 31-32)

想 像 界 に 留 ま るの は、 現 実 を忘 れ な い ため に 「ほ ん の わ ず か の 時 間 、 わ ず

Pか数 歩
」 で な け れ ば な ら な い。 永 遠 に 想 像 界 に 留 ま り、 高 揚 、 恍 惚 の ま ま

い る こ とは恐 怖("horror")で あ る。

No, no, that horror cannot be, for at the cable's length 

Man feels the gentle anchor pull and gladdens in its  strength— 

                                  (Ibid., 11. 39-40)

九尋の海底から呪われた船を動かしたアホウ ドリの霊の ように、16)綱で結

ばれた錨に支 えられ引かれるため、永遠に想像界に留まることはな く、必

らず懐か しい現実にもどって くる。逆に言えば、齟こ の錨綱がいっぱいに張

るところまでは現実を離れて恍惚境に浸れることになる。キーツの詩の中

で高揚一幻滅のパ ターンはしばしば悲愴感 を伴 うが、その底にはやがて現

実に もどること、醒めることがしたたかな大前提 となって常に存在 してい

る。それ故一層強力に想像界へ向か うことができる。醒めること、幻滅に

よって安定す るという特質 をキーツの想像力ははらんでいる。

愛 し合い、一緒に暮らしたい と願 う二人が、闇の中、嵐の中へ心 を高揚
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させたまま消える結末には、 この大前提 となる幻滅が存在 しない。醒める

ことの不在が不安定感を生み、一応は恋愛が成就する詩であ りなが らハッ

ピー ・エン ドと見 られず、悲劇性や不安感が指摘されることになる。 この

不安定感は、詩全体 を支配す るパターンの重層美が安定感 を創 りあげた後

であるため、より強 く浮かんで くる。

詩全体にちりばめられたゴシック風イメー ジに注目した前世紀の批評家

『は
、その鮮やかさ、緊密感故に宝石やステン ドグラスにこの詩 を例えた。

一方結末に注 目する今世紀の批評家は
、悲劇性、不安定感故に産業革命以

降従来の秩序が崩壊 しつつある不安な時代 の反映を見ている。橄欖石の

如 き17)硬質の統一 された美 と、それ を突 き崩す ような不安定感、不穏感。

一見相反する 『聖アグネス祭前夜』へのこれら二つの評価は、印象批評か

ら新批評、そしてフェ ミニズム、新歴史主義へ という批評の変遷を反映し

つつ、結局 いずれもキーツの想像力の特質、高揚 ・恍惚 ・興奮から幻滅を

経て初めて安定す るとい う特質 を衝 いているといえる。
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